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日時　　　昭和49年7月ざ1日㈱

　　　　　午後£時～4時

射．霜醗三会蝋室’
議題

ω宇宙醗計敵関する瞭三冠茎顯の追脈ついて曽 _・
（2）．国連宇宙空間平和利用委員会第17会軸報告についで

予料、　　　　　　　　　　　’、

同工9思潮8関聯禁員三三1会議）譜鮨
弾9－2．宇翻年期の見直しに関する要麟単一郵政省二

三19・一3　国連宇宙空間平和利用委員会第エヴ会期報告に’

　　　　　　ついて
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@．凍んで噸でその『ち撤擁轡ぐ幽91…
　　’冗③報醗鞭団蝋：∫＝’・二一．∫．一
　　　　∫鱒聴宇騨母衣団挙‘騨県弊誌嗣繰団打砂、
　　　　∫鯛部勧臨急委18－5警埠一4峰づ三二嘱．・
●　・一：砂紙の甥下の難三諦晦れ衝．：・．∫艦ン㍉：

　　　　　鵜無用ロケッ噂噛rMr舛の第喉転じも鱗、
　　　　，鞭壕のと籾であ勉．・．・一、㌢・、“＿．

　　　評鵬試論酢小り・臨写璽融はどこか・　、

イ． @海温号と2脇膜嬬・号が・：諺醇シス痴夢気舗を．

　　　　曝3その質閂と購するζ幽回忌叫ト脳椰細
　　　　　　ゴの予算婁求をしで吻1・その時？鞠はどのよ1郷塵・’

　　　、　一あ？た鱒ご　「レ9唱一・・ぞニー∴て

　　　　　帳締輯鰭点るよう姻騨愚慮して細r灘レ・
　　　　　　ごて8号鰍弊誌同随のを等して帯け箪繍∫

　　　，一締3鞭鮒篤い摂罐騨に徳なゆで・、まず寄留

　　　　　1㌣で聯2髄膨時制厳勲灘輌喚・豪気第2’
∫　　馳ン⑳を働させるとともに癖試罐行うUζした　　い
…　たやである・ゴこン㌧・ぐ　∫・＼一．ゴご
’　ジ撫3轍馳ケ財トの第灘即ケジ，ゆ第・身詰飾

ノ　　ζ諭したとき総湯鮎三二ステップにr嘩鮒を　●、
　　　　　∫、徳制御の輝徽て画卿段凋三脚’一
　　　　こ　　　うのが望ましい．といち正論になったようである。・　！．．

　　　　＝迅脚顧勿ト鋒彿入轄り開難龍と姉塒忌寸㌧㌧

　　　　∴融用心妙囎舜蜘聯郷iう轡髄墜

’∫二∴畳こ1∵∫とゼll，∴．滋∴一◎＼
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宇宙開発計画の見直しに関する要事事項

　　　　　　　　　　一／　　1郵　政　省
　　　　　　　　　　　　　　　　49　7：2’6

／　通信衛星の展望

　　通信衛星については、現在、実二二中容量静止通信衛星（CS）

　㊧開発を行っている承世界各国に於ける国訴通信衛星の実用　　　＿

化嘩鼠三三の緊急通信勧工の：必要騰晦んがみ、亀 @一
　CSの薩癸の成果及び実鯵結果を踏まえて昭和50年代中頃に

獅聾三星ρ打上げ師うこと馬この吻確を進・

　めることとしたい。’

2　：放送衛星の展望

　　放送鯉にづいては・難、霧：用中轍送衛星（BS）の開

，発を行？ているが、実用型放送衛星については～：放送衛星のi技

術耀三訂磁して咳いこと丸並びに放送鯉り購的

規律回する襯の鯵を考慮する螺があるとと等嚇んが

参BSに糊’撫鍼罧び美離果を＋分癒えてぐ

照和50年代膿半に批げ砕とし～≧脈めの研究を迭

　めるご．ととし：たい0

3・移動業務甫通信衛星　　　’　　　　　一　　　．’一

L

　’齢舶・1航空三等の移聯体との現行通信シスデゐは品質、容量

等の問ﾋぐ・ζ擁改黙るたあには融融シ初6

導入髄腔である・鴎漢籍この導入計齪っ収研究及

び漂発ボ進められているが、．i曳状においては大西洋を中心どナ

回向が螺♂忌事のま難移すると我櫓にとって重

要な海域である太平洋、インド洋における導入が遅れるおそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1
があるほか備星シ寿ムκついて繊カミ国の霰に合致しな

い等欝即瞬離に大ぎ爾題を生bる可能齢ある・

このOめ・撚国難嘩魏坦務髄信鯉シス．　’
テみ称て早急駆テ棚を進め矯ぐζととし飾　　・

ζ鵬こ確星は・難鴨灘籠の中閥雌闘う

ものである圃騨星⑱孕送網BS騨輝皐
を強奪限に生かして上記研究を進めた（（。

1畔って宇勘忍計画の麻衛動研究」ρ項に下記の　6∵

連舞追加隷た％　一∫∫・u・　一・＿
　畠’　1’　　一　　・　　記．

移雛
　　　蹴航空欝噸体とめ駒る運聯琴陣す，　…
　　るとともに動せて通信システム嬢善に資す取め、’と　一
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　　　れら移動体との通信を行うことせ目的とした衛星の開発1に

　　，ついてく昭和5’0年代中頃の’打上げを想定してのシステム

　　　研究を進める。’　　　．　　　　　・　　　　㌦。1

4　電離層観測衛星　　　　　．，，　　　　’　，　　　　，

　電波により電離層の臨界周競数の世界的分布を定常的に観漁

．しくそρ結果を短波通信の効率的運用に必要な電波予報及び電

波回報に利用するだめ、玩在ぐ昭和汐0年匿打上げを目標とし

て・騨層騨観¢ss）を麗紳であるが・堵目許達

聯ためには騨わた山高翻l」鶴こと秘画で

上るσま爾離層研究礁する略山鼠等に紳て蛾纏が

　この程の衛星を打上げることカ1強ぐ期待されている』一．

蘇め・陣ξ0細魚けの半払rエSSにつづ風向型●

の解《エrs一艇町・52年騨打上げることとしたいσさ

ら欧これらの成果と現在行？ている搭載穣器の改良研究の成

果にもとづき改憲畢の電離二三漁衛星（まSS一・3）を昭和5・4一．

詞寄に打キげるrとを諭し嘩廟究を進めることと

したい。

　　　　　　　　　し
　こ（ρため、上詑趣旨を宇宙開発議画の中の実用衛星の開発の

廠ぴ灯嘩磯の灘恥rむこととされた脳．

　5　応用技術衛星‘

　　’締謙籠伽S一碧）に蜘て将来の大型実用衛星の開、

・発に?ﾋ度の鈴鰍木瞬瀬の朧等の罐の矯
　　部分（バ襟器）の獅を確立することを興するとともに、

　　この鯉が将細細実用鯉を聾す豪め働段照しで

　　名＝三r群が必要幽し嘩術の難を行う籠縮馬騎徽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、
鋤醐る鞭のバスとして野馳れみとと即するδ‘

　　　した和て、撚講鯉は単に共轍衛の難用どしてぞ
　　　　ロロ　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

はなく洛一ザ」の実黙ツセヨン緯の蝕を＋思考吼　 ㌦

　たもの勝るよう醗が睡夢である。｝　　　　　・・

　　鋤省としては・この応髄構凝締1し実験ずる・こど

　を前提として新し1い電波利馬捗術にっ←ての研究を進め七行く

　　こととしたい。’　　　　▼　’・　8　1’・　1
　　　　　ロ　　コ　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　すなわ嬬細鱗難講術試藤星（E画　 ●・

・によ搾立されるバ庵噛した応縢潮瀬を打上け紋と　　．、

を目途としてこの能によ卑黙外もミ三際シ雛6・・一㌧

陛開郷rとと碑鞭脚て聴動鯨織
鍋高利儲離アシテナの磯に糊し・さ郷！年麟’

．唾壷籠中纏画一縫の鞭及び曝観よ⑫ヂ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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　　　　　　傘送方式・40G且z以上の騨鹸離三冠薩漉利
　　　　　　・角したりモ回トセγツング等についての研究を行5予定セあるP

　　　　　　　　したがって、宇鹸癸計薩の人工熊の研究嫉に†記の趣

　　　　　　　旨を盛り込まれたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　記．　『．　　，

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　雛の雛の実肺星を醗ナるためめ前段階として必

●　　要瀧のミツ平ヨ：輝聯ての矯マ行魁㌍
　　　　　　　　彫逸人工縫御三田力鞍であるρrの衛

　　ド　　　　　、’星による三口を目襟として索当画ヨ’移動衛星の高荊得指向．

　　．　　　　　性アンテナの観究を進めるどともに、二三衛星中継による・

　　　　　　　　整藁衛星の制御友び移動衛星よりのデータ伝記方式、1461、

　　　　　　　　　G宜・以上ρ電波伝搬実験樵三等ρ研究を行う6L．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　コ

●　　　　　　　　　　　　　・ン”　　．．，・－一’一

　　　　　　　　　　　　　　　‘　6∫

　　　　　　　　　　＼　　　　　　’、　　　　　　・覧．　”・、一1　、i’

　　　　　＼　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　へ

　　　　　　　　　　　　㍉1　・し　’　・　▽　　　　て、1
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　　科学技術庁‘

　　　　　　　　　　　　れr・完1，．

　　　’・船．編也（同釧勧）

　　　　　蘇擁’1琢宅櫓の乞、掴1司．．

．．
C①≧1．・、才1．胤1既ド∴∴．，

！三川紅2号（A）　　　　　　　　　　　　B5（182×257）
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